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1．2026年12月期第3四半期の連結業績（2026年1月1日～2026年9月30日）

（1）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第3四半期 766 △13.5 87 △60.3 99 △55.1 52 △62.7
2025年12月期第3四半期 885 ― 221 ― 222 ― 141 ―

(注) 包括利益 2026年12月期第3四半期 55百万円(△59.9％) 2025年12月期第3四半期 138百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第3四半期 20.15 20.13
2025年12月期第3四半期 55.47 54.41

(注) 当社は、2024年12月期第3四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2025年12月期第3四半期

の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

（2）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 2,854 2,425 85.0
2025年12月期 2,810 2,362 84.0

(参考) 自己資本 2026年12月期第3四半期 2,425百万円 2025年12月期 2,362百万円

2．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2026年12月期 ― 0.00 ―
2026年12月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3．2026年12月期の連結業績予想（2026年1月1日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,176 1.6 119 △51.7 122 △51.0 71 △54.8 27.47

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年12月期3Ｑ 2,621,000株 2025年12月期 2,598,500株

② 期末自己株式数 2026年12月期3Ｑ ―株 2025年12月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期3Ｑ 2,618,007株 2025年12月期3Ｑ 2,553,363株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっ

ての注意事項等については、添付資料3ページ「1. 経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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1．経営成績等の概況

（1）当四半期の経営成績の概況

当社グループは、「子どもの夢中を育て、応援する」をミッションに掲げ、ファミリー向け社会体験アプリ「ご

っこランド」の開発・運営及びファミリー向けデジタルコンテンツの企画・開発支援をしております。

当第3四半期連結累計期間の経営成績については、売上高は766,471千円（前年同期比13.5%減）、営業利益は

87,933千円（同60.3%減）、経常利益は99,970千円（同55.1%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は52,760千

円（同62.7%減）となりました。減収要因は、前年同期において計上した特定顧客向けの受託案件（売上高82百万

円）が当第3四半期連結累計期間には発生しなかったことに加え、リアルイベントの開催時期のずれ等によるもので

あります。なお、減益要因は、主として収益性と成長力の回復に向けた人件費、減価償却費及び広告宣伝費等の増

加により販売費及び一般管理費が64,633千円増加したことによるものであり、売上総利益率は前年同期の62.2%から

62.8%へ改善しております。

当社グループの主力事業であるファミリー向け社会体験アプリ「ごっこランド」におきましては、当第3四半期連

結累計期間末において累計ダウンロード数が928万、当第3四半期連結会計期間の月間平均プレイ回数が2,156万回と

なりました。一方、パビリオン出店数は、新規出店を9店獲得したものの退店が12店となったことにより、93店と前

連結会計年度末から3店減少いたしました。退店の主な要因は、円安の進行及び原材料価格の高騰を背景とした一部

のクライアント企業における広告運用方針の見直しであります。

これらの状況に対応するため、ユーザー接点の強化及び出店企業に対する販促支援の強化に取り組んでおりま

す。ユーザー接点の強化としては、5月にホーム画面の大幅改修を実施し、子どもがより多様なパビリオンに出会え

る回遊導線へ刷新いたしました。加えて7月以降、世界的に人気のキッズ向けIP「パウ・パトロール」との図鑑くじ

コラボ及び自社プレゼントキャンペーン等を実施した効果により、当第3四半期連結会計期間のプレイ回数は回復基

調で推移しております。第4四半期以降も、人気IPとのコラボや新機能の実装を通じて新規ユーザーの定着を促し、

中長期的なプレイ回数の底上げを図ってまいります。また、販促支援の強化としては、出店企業に対する提供価値

の領域を広告宣伝から集客・販売促進まで拡張すべく、店頭端末や大型タブレット等を活用した販促現場での利用

機会の拡大を進めております。後述の「ごっこランドEXPO」等のリアルイベントとの連動も含め、出店企業への提

案価値を高めてまいります。

「ごっこランド」のリアル版である「ごっこランドEXPO」は、大規模なモールや商業施設におけるファミリー向

けイベントであり、アプリで慣れ親しんだ世界観を、全国各地で体験できる場所となります。ひと目で「ごっこラ

ンド」と感じられる装飾を施した会場で、子どもたちが楽しみながら学べるワークショップの開催、クイズラリー

及びフォトスポット等を提供しております。これにより「ごっこランド」のパビリオン出店企業（クライアント企

業）に対しては、アプリでの広告宣伝にとどまらず、リアルな世界における自社サービスや商品とのタッチポイン

トの創出や良質な原体験の提供を通じた販促支援が可能となり、更なるファン作りにも繋がるものと考えておりま

す。

当第3四半期連結累計期間においては、「ごっこランドEXPO」を累計15ヶ所で開催し、総来場者数は35,496名とな

りました。新ブランドである「ごっこCOLLECTION」は、「ごっこランド」未出店企業も参画できる新業態として

2026年9月22日・23日にイーアスつくばにて初開催し、来場者数1,162名と好評のうちに終了いたしました。受注も

想定を上回って進捗しており、EXPOとの両輪でリアル事業の開催機会の最大化を図ってまいります。また、2026年9

月に開催された大型ファミリーイベントにつきましては、当初は当社主催での開催を計画しておりましたが、イベ

ント運営体制の見直しにより当社の関与は運営パートナーとしての位置付けへ変更となり、当該イベントからの売

上計上は手数料相当額等に限定されております。

「ごっこランド」の海外版である「Gokko World」におきましては、アジア向けに展開するにあたり、2023年8月

に、第1弾として、ベトナム版の配信を開始いたしました。当第3四半期連結累計期間末において、累計ダウンロー

ド数は325万、当第3四半期連結会計期間の月間平均プレイ回数は506万回となり、順調に推移しております。なお、

2026年5月に人気IP「ドラえもん」とのコラボを実施したこと等により、2026年5月以降のプレイ回数及びダウンロ

ード数は大きく伸長しております。

ベトナムでの好調な実績を踏まえ、2025年12月にはインドネシア語、タイ語、英語版のアプリ配信を開始いたし

ました。当第3四半期連結累計期間末時点において、累計ダウンロード数は、インドネシアは104万、タイは52万と

なっており、順調に推移しております。

インドネシアは若年層人口が厚く、今後も高い出生率を背景に教育市場の拡大と経済成長が期待されます。一方、
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タイはマーケティングやブランディングの成熟度が高く、事業の収益化を進める上で有望な市場と考えておりま

す。今後は、これらの新市場でのサービス拡大を推進し、アジア市場でのシェア獲得を図ってまいります。

出店企業の獲得につきましては、2026年5月の現地パートナーとの提携以降、現地での営業活動を加速しており、

当第3四半期連結会計期間においてベトナムで新たに1社の出店が決定し、当第3四半期連結累計期間末における出店

決定社数はベトナム2社、タイ1社となりました。また、商談中及びクロージングに向けて調整中の案件も増加して

おります。一方で、現地の事業環境や商習慣の違い等により、クロージングへの移行には当初の想定よりも時間を

要しております。今後は、現地の商習慣に合わせた商品のローカライズに加え、現地パートナー（販売代理店）と

の連携強化により日系企業のみならず現地企業へのアプローチを拡大するなど、商品と販売体制の両面で現地化を

進めることで、獲得ペースの向上を図ってまいります。

当連結会計年度は、中期経営計画の初年度として、戦略的投資フェーズに位置付けております。既存事業におけ

るユーザー基盤の強化及び提供価値の向上、リアル事業の本格展開、海外展開の加速、新規事業の立ち上げ準備等

を進める年度とし、将来の飛躍的な成長に向けた基盤整備を優先する方針であります。これらの取り組みにより、

当連結会計年度は減益を見込むものの、これは主として成長投資の実行によるものであります。

中期経営計画における主要施策としては、既存事業（ごっこランド）の安定成長、リアル事業の本格展開、海外

展開の加速、強みを活かした新規事業の創出、及びこれらを支える経営基盤の強化を推進してまいります。具体的

には、会員ビジネスや公教育向けの取り組み、M&A・アライアンスの推進、ベトナムにおける営業体制の強化、タ

イ・インドネシアにおける営業方針・進出形態の決定と実行等を通じて、中長期的な企業価値向上を図ってまいり

ます。

これらの施策を推進する経営体制を強化するため、2026年8月1日付で、取締役であった松本健太郎を代表取締役

として追加選任し、代表取締役2名体制へ移行いたしました。平田全広（現任）は開発部門及び営業部門を、松本健

太郎（新任）は経営戦略、国内新規事業、海外事業及びコーポレート部門を担当いたします。これにより、環境変

化への迅速な対応と機動的な意思決定を通じて、経営判断のスピードと質の向上を図ってまいります。

（2）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第3四半期連結会計期間末における流動資産は2,470,740千円となり、前連結会計年度末に比べて41,237千円増

加しました。これは主に、現金及び預金が55,709千円増加、売掛金及び契約資産が16,329千円減少したことによる

ものです。

固定資産は379,226千円となり、前連結会計年度末に比べて6,474千円増加しました。これは主に、ソフトウエア

が16,924千円減少した一方で、ソフトウエア仮勘定が24,045千円増加したことによるものです。

これらの結果、総資産は2,854,714千円となり、前連結会計年度末に比べて43,954千円増加しました。

（負債）

当第3四半期連結会計期間末における流動負債は426,745千円となり、前連結会計年度末に比べて19,031千円減少

しました。これは主に、前受収益が75,921千円増加した一方で、未払法人税等が50,317千円減少、その他が50,105

千円減少したことによるものです。

固定負債を2,085千円計上した結果、総負債は428,830千円となり、前連結会計年度末に比べて19,029千円減少し

ました。

（純資産）

当第3四半期連結会計期間末における純資産は2,425,883千円となり、前連結会計年度末に比べて62,984千円増加

しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が52,760千円増加したことに

よるものです。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の連結業績予想につきましては、2026年2月13日に公表した数値から変更はありません。
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2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2026年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,342,354 2,398,063

売掛金及び契約資産 57,080 40,751

商品 ― 3,338

仕掛品 954 7,135

その他 29,114 21,451

流動資産合計 2,429,502 2,470,740

固定資産

有形固定資産

建物 2,068 2,068

減価償却累計額 △991 △1,120

建物（純額） 1,077 948

工具、器具及び備品 3,631 3,631

減価償却累計額 △3,631 △3,631

工具、器具及び備品（純額） 0 0

有形固定資産合計 1,077 948

無形固定資産

ソフトウエア 279,062 262,138

ソフトウエア仮勘定 24,676 48,722

無形固定資産合計 303,739 310,860

投資その他の資産

繰延税金資産 59,592 58,942

その他 8,343 8,475

投資その他の資産合計 67,935 67,417

固定資産合計 372,752 379,226

繰延資産

株式交付費 8,196 4,508

その他 308 239

繰延資産合計 8,505 4,747

資産合計 2,810,760 2,854,714
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2026年9月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,547 15,017

未払法人税等 55,728 5,411

前受収益 289,514 365,436

その他 90,985 40,879

流動負債合計 445,776 426,745

固定負債

資産除去債務 2,083 2,085

固定負債合計 2,083 2,085

負債合計 447,860 428,830

純資産の部

株主資本

資本金 24,601 28,519

資本剰余金 1,842,137 1,846,055

利益剰余金 497,854 550,614

株主資本合計 2,364,593 2,425,189

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △2,199 694

その他の包括利益累計額合計 △2,199 694

新株予約権 505 ―

純資産合計 2,362,899 2,425,883

負債純資産合計 2,810,760 2,854,714
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第3四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第3四半期連結累計期間
(自 2025年 1月 1日
至 2025年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2026年 1月 1日
至 2026年 9月30日)

売上高 885,711 766,471

売上原価 334,968 284,770

売上総利益 550,742 481,700

販売費及び一般管理費 329,133 393,767

営業利益 221,609 87,933

営業外収益

受取利息 4,395 7,506

為替差益 ― 135

助成金収入 ― 7,375

その他 585 801

営業外収益合計 4,981 15,817

営業外費用

株式交付費 3,688 3,688

その他 32 92

営業外費用合計 3,721 3,780

経常利益 222,869 99,970

特別利益

新株予約権戻入益 ― 184

特別利益合計 ― 184

特別損失

固定資産除却損 1,891 5,674

特別損失合計 1,891 5,674

税金等調整前四半期純利益 220,977 94,479

法人税、住民税及び事業税 89,705 41,069

法人税等調整額 △10,363 650

法人税等合計 79,341 41,719

四半期純利益 141,635 52,760

親会社株主に帰属する四半期純利益 141,635 52,760
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四半期連結包括利益計算書

第3四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第3四半期連結累計期間
(自 2025年 1月 1日
至 2025年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2026年 1月 1日
至 2026年 9月30日)

四半期純利益 141,635 52,760

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △2,981 2,893

その他の包括利益合計 △2,981 2,893

四半期包括利益 138,654 55,653

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 138,654 55,653

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、インターネットメディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第3四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第3四半期連結累計期間
(自 2025年 1月 1日
至 2025年 9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2026年 1月 1日
至 2026年 9月30日)

減価償却費 119,424 千円 145,093 千円


